
（
一
）

一
九
三
五
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
リ
ス
ボ
ン
大
学
神
経
科
教
授
で
脳
血
管
造
影
の
研
究
で
有
名
な
偲
閉
冨
○
己
侭
は
頑
固
な
脳
神
経
症
状
を
脳
手

術
に
よ
っ
て
治
療
す
る
目
的
で
、
精
神
障
害
は
前
頭
葉
内
の
神
経
細
胞
に
異
常
な
シ
ナ
プ
ス
結
合
繊
維
群
を
生
ず
る
た
め
に
起
こ
る
と
の
仮

説
の
も
と
に
、
両
側
前
部
前
頭
葉
白
質
切
載
術
（
里
禺
①
且
宮
島
。
ロ
国
こ
の
厚
８
８
日
酉
）
を
考
案
し
、
不
安
、
苦
悶
の
強
い
退
行
期
鯵
病
や
不

安
神
経
症
な
ど
に
劇
的
効
果
が
あ
る
と
報
告
し
た
。

（
一
一
）

そ
の
後
こ
の
手
術
は
ア
メ
リ
カ
に
導
入
さ
れ
、
一
九
三
六
年
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
神
経
科
教
授
印
①
①
日
目
に
よ
り
追
試
さ
れ
、

即
①
①
日
四
画
は
改
良
術
式
と
し
て
前
部
前
頭
葉
ロ
ボ
ト
ミ
ー
（
卑
島
○
回
国
二
○
９
８
冒
己
を
発
表
し
、
世
界
各
国
に
ロ
ボ
ト
ミ
ー
の
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

印
①
①
日
四
口
の
こ
の
方
法
は
聾
四
目
閏
ｇ
Ｏ
ｇ
８
日
昌
と
い
わ
れ
、
小
骨
孔
を
頭
蓋
骨
に
開
け
、
前
頭
部
外
側
面
か
ら
ロ
ボ
ト
ー
ム
を
挿
入

し
、
手
探
り
で
白
質
内
の
神
経
繊
維
を
切
る
方
法
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
、
昌
○
昌
国
は
偉
大
な
業
績
の
創
始
者
と
し
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

（
一
一
一
）

本
邦
で
は
、
一
九
三
九
年
新
潟
大
学
中
田
教
授
に
よ
り
、
ロ
ベ
ク
ト
ミ
ー
が
、
つ
づ
い
て
一
九
四
二
年
前
頭
葉
ロ
ボ
ト
ミ
ー
が
行
わ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
影
響
で
前
頭
葉
ロ
ボ
ト
ミ
ー
を
中
心
と
す
る
精
神
外
科
は
ま
た
た
く
間
に
全
国
に
普
及
し
た
。

精
神
外
科
の
隆
盛
と
衰
微

騨
蕊
鴬
繧
二
言
喧
篶
平
成
四
年
六
月
二
十
九
日
受
付

藤
倉
一

郎
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し
か
し
、
一
九
五
○
年
代
の
中
頃
か
ら
向
神
経
薬
の
登
場
と
前
後
し
て
、
精
神
外
科
は
急
速
に
衰
退
し
た
。
実
際
手
術
例
を
検
討
す
る
と

無
効
例
、
再
発
例
、
死
亡
例
な
ど
が
み
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
術
後
の
感
情
の
浅
薄
化
、
自
発
性
喪
失
、
抑
制
欠
如
な
ど
好
ま
し
く
な
い
人

（
五
、
六
）

格
変
化
が
現
れ
る
場
合
も
あ
り
、
術
式
や
手
術
適
応
の
選
択
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

（
七
）

図
一
は
あ
る
精
神
病
院
の
ロ
ポ
ト
ミ
ー
の
症
例
数
を
年
次
毎
に
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
五
三
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
手

（
八
）

術
症
例
は
次
第
に
減
り
、
一
九
六
○
年
に
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
千
葉
大
中
川
に
よ
る
発
表
論
文
の
検
討
に
よ
る
と
、
発
表
さ
れ

た
論
文
の
年
次
変
化
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
川
は
「
医
学
中
央
雑
誌
」
を
中
心
に
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
、
一

九
三
九
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
の
論
文
六
五
四
の
う
ち
、
癩
澗
の
痙
箪
、
脳
性
小
児
麻
痒
、
不
随
意
運
動
、
頑
痛
を
対
象
と
し
た
ロ
ボ
ト

ミ
ー
を
除
く
五
三
四
例
を
年
次
毎
に
数
え
る
と
、
一
九
五
○
年
か
ら
一
九
五
三
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
お
り
、
手
術
数
が
業
績
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
中
川
は
こ
の
五
三
四
の
論
文
を
内
容
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
が
、
総
説
、
適
応
、
手
技
、
合
併

症
、
予
後
な
ど
の
ほ
か
に
、
関
連
研
究
と
し
て
採
取
さ
れ
た
脳
組
織
を
用
い
て
の
実
験
、
心
理
研
究
、
脳
波
、
刺
激
実
験
に
わ
け
る
と
、
実

験
を
主
体
と
し
た
こ
の
関
連
研
究
は
一
六
九
も
あ
り
、
手
術
そ
の
も
の
に
、
い
か
に
実
験
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
た
か
が
考
え
ら
れ
る
。

薬
物
療
法
の
目
ざ
ま
し
い
発
展
に
と
も
な
い
、
一
九
七
○
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
精
神
外
科
に
反
対
す
る
動
き
が
で
て
き
て
、
や
が
て
こ
れ

が
日
本
に
も
波
及
し
て
き
た
。
そ
し
て
精
神
外
科
に
便
乗
し
た
脳
生
検
な
ど
の
実
験
が
告
発
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
精
神
外
科
に
関
す

（
九
、
一
○
）

る
議
論
は
高
ま
り
、
一
九
七
四
年
、
第
七
一
回
精
神
神
経
学
会
総
会
で
は
、
精
神
外
科
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ひ
ら
か
れ
て
、
精
神
外
科
廃
絶
の

日
本
精
神
神
経
学
会
で
は
一
九
四
○
年
の
中
田
の
報
告
に
始
ま
っ
て
、
一
九
五
○
年
第
四
七
回
総
会
で
宿
題
報
告
が
な
さ
れ
、
精
神
外
科

（
四
）

治
療
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。

精
神
外
科
の
対
象
は
、
精
神
分
裂
症
が
多
く
、
そ
の
機
転
と
プ
ロ
セ
ス
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
的
確
な
根
本
的
治
療

が
な
い
、
暗
中
模
索
の
状
態
で
あ
り
、
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
て
、
回
復
の
見
込
み
の
な
い
症
例
に
最
終
手
段
と
し
て
行
わ
れ
、
患
者
管
理

に
役
立
っ
て
い
た
。
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70
決
議
が
な
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
方
、
一
九
七
○
年
、
第
二
回
国
際
精
神
外
科
学
会
が
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
お
こ
な
わ
れ
、
従
来
の
ロ
ボ
ト
ミ
ー
か
ら
大
脳

辺
縁
系
を
標
的
部
位
と
し
て
定
位
脳
手
術
な
ど
、
新
し
い
術
式
の
導
入
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
精
神
外
科
そ
の
も
の
が
、
衰
退
の
一
途

（
’
一
、
’
一
一
）

を
た
ど
っ
た
。

／､
‘、

精神病院以
上
、
精
神
外
科
が
華
々
し
く
脚
光
を
あ
び
て
登
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
期
間
に
消
え
て
い
っ
た
の
は
何
故
で
あ
る
か
を
考
え
て
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衣上

精神外科論文の分類（雑誌報告のみ）

総 説35

手術術式74

適応45

治験例128

長期観察33

合併症32

病理報告18

関連研究169

解剖・病理11

心理検査29

生化学的検査27

生理学的検査86

その他の研究・実験16

ヨー

日｜
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み
た
い
Ｃ

ｌ
、
ロ
ポ
ト
ミ
ー
の
根
拠
が
、
明
白
で
な
い
の
に
、
こ
れ
に
便
乗
し
て
器
質
的
に
は
な
ん
ら
病
変
を
認
め
な
い
患
者
の
前
頭
葉
に
不
可
逆

的
な
損
傷
を
く
わ
え
る
に
す
ぎ
な
い
手
術
を
お
こ
な
っ
た
。

２
、
患
者
を
救
う
た
め
と
い
う
よ
り
、
患
者
管
理
の
た
め
に
手
術
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

３
、
手
術
に
際
し
、
患
者
に
と
っ
て
は
な
ん
ら
益
の
な
い
実
験
が
多
々
お
こ
な
わ
れ
た
。

外
科
手
術
は
あ
く
ま
で
も
、
患
者
自
身
の
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
の
教
訓
と
し
て
、
真
蟄
に
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
八
）
中
川
利
男
「
精
神
外
科
と
は
何
で
あ
っ
た
か
」
『
精
神
医
療
」
三
、
四
’
一
三
頁
、
一
九
七
四

（
九
）
第
七
一
回
日
本
精
神
神
経
学
会
総
会
で
ン
ン
ポ
ジ
ァ
ム
（
Ｂ
）
「
精
神
外
科
」
「
精
神
経
誌
』
七
七
、
五
四
七
’
五
九
七
頁
、
一
九
七
五

へ〆へ今、ヘヘ

セ六五四三
一一………

（
一
）

（
一
一
）

同
、
開
冨
（
）
己
侭
“
宅
『
の
可
（
）
。
国
巨
①
こ
の
○
８
ョ
）
、
冒
号
の
耳
①
胃
己
⑦
昌
旦
目
①
。
国
一
号
の
○
ａ
の
『
．
シ
日
．
負
．
勺
望
合
匡
呉
．
麗
華
畠
ご
‐
屋
韻
》
尼
笥

与
ご
巴
庁
①
｝
，
吊
斗
①
の
己
〕
四
頁
甸
胃
，
（
）
二
号
堅
一
〔
舌
（
）
庁
Ｃ
ロ
〕
】
旨
①
四
目
毎
ｍ
ｇ
〕
い
○
ロ
ゴ
門
①
昌
四
．

Ｆ
（
）
。
ぬ
吊
○
室
○
デ
ミ
‐
匡
で
一
口
』
昌
酊
○
四
⑩
①
い
，

、
吋
詳
．
］
．
帛
〆
鐘
の
壷
国
弄
‐
い
つ
一
巨
空
つ
瘤
」
ふ
い
吟
胃
》
『
胃

中
田
瑞
穂
「
癩
病
の
外
科
療
法
に
つ
い
て
」
肩
神
経
誌
」
四
四
、
五
七
五
’
六
六
一
頁
、
一
九
四
○

広
瀬
貞
雄
「
精
神
分
裂
病
に
対
す
る
ロ
ボ
ト
ミ
ー
の
評
価
」
「
精
神
経
誌
』
六
○
、
一
三
四
一
’
一
三
五
一
頁
、
一
九
五
八

林
佐
武
郎
ほ
か
「
国
立
下
総
療
養
所
に
お
け
る
ロ
ボ
ト
ミ
ー
と
そ
の
遠
隔
成
績
に
つ
い
て
」
冒
療
」
一
五
、
八
○
’
八
五
頁
、
一
九
六
一

越
賀
一
雄
日
ボ
ト
ミ
ー
の
経
験
と
そ
の
批
判
」
『
精
神
経
誌
』
五
五
、
九
一
’
一
○
五
頁
、
一
九
五
三

野
瀬
清
水
「
松
山
精
神
病
院
に
お
け
る
ロ
ボ
ト
ミ
ー
施
行
の
実
態
」
「
精
神
経
誌
」
七
七
、
五
五
九
’
五
六
六
頁
一
九
七
五
（
シ
ン
ポ
ジ
ア

ム
・
精
神
外
科
）
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（
一
つ
）

（
一
一
）

（
三
広
瀬
貞
雄
「
第
二
回
国
際
精
神
外
科
会
議
に
出
席
し
て
」
『
精
神
医
学
」
一
三
、
一
○
九
九
’
一
二
○
頁
、
一
九
七
一
（
北
本
市
・
藤
倉
病
院
）

「
精
神
外
科
を
否
定
す
る
決
議
」
『
精
神
経
誌
」
七
七
、
五
四
一
頁
、
一
九
七
五

浦
田
重
治
郎
、
清
水
順
三
郎
ほ
か
「
長
期
経
過
し
た
精
神
外
科
被
術
者
の
追
跡
調
査
」
『
精
神
経
誌
』
八
四
、
四
三
九
’
四
六
四
頁
、
一
九
八
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Ｇ
今
今HistoryofPsychosurgery

bvlchiroFUJIKURA

1n1935,EgasMonizinauguratedasurgicalprocedureinthetreatmentofcertainpsychoses.By

interruptingsomeoftheconnectionsbetweentheprefrontallobesandotherpartsofthebrain,some

benefitswerebroughttothepsychoticindividuals.Hereported20casesoftheseprocedure.The

treatmentofchronicpsychoticpatientsbyprefrontalleucotomyorlobotomy,wasspreadthroughoutthe

worldbyWalterFreeman.InJapanthepsychosurgicaloperationwasperformedinl939byNakada

usingprefrontallobotomy･InAprill959,thel5thGeneralAssemblyoftheJapanGeneralCongresswas

heldinTokyoandthesubject"FunctionalBrainSurgery"wastakenupatoneoftheplenarysessions

Intheearlyyears,numerousoperationswereperfomeduponchronicdisturbedpsychoticpatients

whohadnotbeenrelievedbyvariousothersomatictreatmentsinmentalhospitals.

Followingthedevelopmentofpsychopharmacotherapysincethemiddlepartofthel950'smarked

declineinthenumberofpsychosurgicaloperationswasobserved.

Nowthissurgeryhasbeeninterruptedbecauseofthecontinuedtroublefacedbypsychosurgeryin

Japan.

Whydidsuchapopularityandthenadeclineofpsychosurgeryoccurinthisshortterm？

〈
寺
、
）




